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P− 124 妊娠初期末梢血 および 脱落膜 リン パ 球の Th　2 ケモ カイ ン レセ プター
（CRTH2 ）の 発現に つ い て の 検討
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【目的】CD4 陽性 T 細胞，CD8 陽性 T 細胞は，IFN一γ ，IL2 を産生す る Tコi　1細胞，Tcl細 胞 と，ILa4JVIO を産生 する ［［h2 ，Tc2
細胞 に 分類 さ れ る。IFN一γ ，IV2 は 流産を ひ き起 こ し逆 に IL−4，1レ IO は妊娠維持 に重 要で ある こ と が判明 して い る。
今回、我々 は，Th 　2お よ び Tc2 特異的 に発現す る ケモ カイ ン レセプタ

ー
（CRTH2）に対す る モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体 を用 い

末梢血，脱 落 膜 リン パ 球の CRTH2 発現に つ い て 検討 し た。
【方法】患者に同意を得た上で，妊娠 5〜11 週の 人 工妊娠中絶例（24 例）の 脱落膜お よ び ，同時 に採取 した患者（24 例）と

非 妊 娠 （16 例 ）の 末 梢 血 よ り リ ン パ 球 を 分離 し た 。そ の 後細胞表 面 マ
ー

カーで あ る PE 標識 CD3 ，FITC 標識
CD4 （orCD8 ），Red630 標識 CRm2 に て 染色 を行 い now　cytometry にて CRTH2 陽性細 胞率を検 討 した。
【成績】  非妊婦 と妊婦 末 梢血 で は，Th2 細 胞 率 ，Tc2 細 胞 率 と も差 を 認 め な か っ た。  脱落膜 中 の Th2 細胞率

（CD4 ℃ RTH2 ←

ノCD4 りは 50，9± 18．79・ と末梢血 の 値（26．O± ユ7．9％）に 比 し有意 に高値 とな っ た（pくO．OOOI）。  脱落膜中の

Tc2 細 胞率（CD8 ℃ RTH2 ツCD8 りは 44．8± 19．7％ と 末 梢血 の 値 （26．1± 15．3％）に比 し有 意 に高値 とな っ た （p〈OOユ）。
【結論】Th2 および Tc2 細胞率は，脱落膜中で は未梢血 に比 し有意 に増 加 して い た。以上 よ り，母児接点 の 場 にお い て

は ［L−4，1レ 10 を産生 す る Tコt2 細 胞 の み な らず，Tc2 細 胞 も優 位 にな っ て い る こ とが 初め て 明 ら か に な っ た。

P− 125　　妊娠 初期 の 正 常絨毛 と胎芽死 亡の 絨毛 にお ける ccR −5，　 cCR −4 の 発現 お よび局 在 の 検討
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［目的］ケモ カイ ンは，着床 ・妊娠 維持 に必 要 な 細胞 接着，細胞増 殖，血管新生な ど に 関与す る こ と が知 られ，そ の レ

セ プター
の 発現の 変化は子宮内環境を調節 して い る 可能性がある．また，妊娠維持機構 と して，細胞性免疫に関与す る

T 　helper　1 細胞（Th1 ）の 機能 の 低下 と，液 性 免疫 に 関与す る Thelper 　2 細胞（Th2 ）の 機能 の 亢 進 が あ る と され て い る．
今 回，私達 は Th1 に優位 に発現す る ケモ カイ ン ・レセ プタ

ー一
で あ る CCR −5と Th2 に優位 に発現す る CCR −4 との バ ラ

ン ス を妊娠初期絨毛 を使用 し検 討 し た．L方 法 ： 妊 娠 初 期 の 胎 芽 死 亡 の 絨 毛 （n・＝6），また は人工 妊娠中絶時 の 正 常 絨 毛

（n ＝6）を 同 意の うえ採取 した、免疫組織染色 に よ り，CCR −5，　 CCR −4 の 局在 を 検討，また total　RNA を抽出 した 後，
CCR −5，　CCR −4 の mRNA お よ び

， 内部標準 と して の GAPDI 　Iの mRNA の レベ ル を昭
一PCR にて 半定量した．［成績］

妊娠初期の 正 常中間 絨毛 で は，CCR −5，　CCR −4 と もに，　 syncytiotrQphoblast で は陽性で あっ たが，　cytotrophoblast

で は染 色 され な か っ た．しか し，胎芽死亡 の 中間絨毛で は，CCR −5 は cytotrophoblast にお い て も検 出され，反 対 に

CCR −4 は syncytlotrophoblas ．　tで 染色 が低下 して い た，妊娠初期 正 常絨毛に 比 較 し て，胎芽死 亡 の 絨毛 に お け る CCR −
5mRNA の 発現 レベ ル は亢進 し，　CCR −4n1RNA レベ ルは低下して い た．胎芽死 亡 の 絨毛 に お け る CCR −5／CCR −4比 は

正 常妊娠初期絨毛の 約 8 倍 に上昇 して い た，1結論］絨 毛細胞 に は ケ モ カ イ ン ・レセ プ ターが 発現 して い た．胎芽死 亡

の 絨毛で は ，CCR −・「J ／CCR −4バ ラ ンス が 変化 して お り，Th1 ／Th2 バ ラン ス と同様，妊娠維持 に関与 して い る可能 性 が

示 唆 され た．

★P−126 胚 依＃性 子 宮 内膜 分化機構存在の 証明
一胚 に よる 子宮内膜 プ ロ ラ クチ ン 遺伝子の 誘導
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［目的］ わ れ わ れ は こ れ まで に 胚
一

子宮内膜相互 作用 を解 析す る 目的 で マ ウス にお い てin　 vitro 脱 落 膜 化 モ デ ル を作

成 し胚 に よ り子宮内膜問質細胞 が脱落膜様変化を起 こす こ と、脱落膜様変化 した 子宮内膜が胚 の 発育を促進する
一

方で lr〔，ph 。blastの 浸 潤 を制御 して い る こ と、さ らに in　vivo で 卵 管 内 に 胚 が 存在す る マ ウ ス の 子宮 内 に 胚移植 を行

っ た 検討 か ら胚が卵管内に 存在する とimplantztion　wlndow を広げる こ とな ど を明 らか に して きた。胚 と子宮 内膜 の

ク ロ ス トーク に よ り胚 の 発 育 とそ の 受容の 為の 子宮内 膜分 化が 促進 さ れ着床 に 有利 に 働 い て い る もの と考えて い る、
今回、胚 よ り子宮内膜 に送 られ る シ グナ ル と胚 に よ り子宮内膜 に 誘導される遺伝子を明 らか に す る 目的で ill　vitro

で マ ウ ス 胚 とマ ウ ス 子 宮内膜 間 質細 胞 を共 培養 し子宮 内 膜 よ りの ブ ロ ラ ク チ ン（PRL）皿RNAの 発現 に つ い て 検討 した。
［方法 ］ マ ウス 子宮内膜聞質細胞 をdish上 で 培養 し培養 開始後10日 目 よ りマ ウス 4 日 H 胚 〔blastocyst）を子 宮 内膜 に

直接 接 着 す る よ うに 培 養 した群 （direct　 culture 群 ）、同様 に マ ウ ス 4 日 目胚 をdish 内の chamber 内で 工音養 し直接胚 と

・f宮内膜間質細胞 と接着 させ な い よう培養した 群 （eelI 　 insert　 c／ulturege ）、胚 との 共培養 は 行わ ずdish 内 に

chamber の み を静置 し 了
・
宮内膜間 質細 胞 を培 養 した群 （対 象 群 ）に 分 け培 養 を行 い 共 培養 開 始 後 6 日 目に そ れ ぞ れの 子

宮 内膜 間質細 胞 よ りmRNA を 回収 しRT　PCR法 ｝二 よ りPRL の 発現を解析 した一［成績 1　direct　 ellltl 且re 群とeeH 　 inser†
cultureer で は PRLの 発現 を認 め た が 対 象群 で は 発現 は 認め ら れ な か っ た。「結論1 胚 よ り液性囚子 が 分 泌 され 子宮内

膜間質細胞 に機能的変化 が 誘導 され る もの と考えられ た．．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


